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目 的

選択的末梢神経イメージングの手法として，

DWI や 3D diŠusion-weighted steady-state free

precession を用いた方法が報告されている．今

回，我々は高速 SE 法をベースに，高分解能の

3D- 末梢神経強調画像を短時間で得ることを目

的とした 3D NERVE (neurographic-enhanced

RARE volume excitation）を考案し，最適な

sequence/parameter の検討を行った．

方 法

使用装置は Philips 社製 Achieva 3.0Tesla

X-series．当院倫理委員会の承認を得たボラン

ティアの腰部，頸部，および頭蓋内を対象に末

梢神経の描出能について検討を行った．

3D NERVE は VISTA 法をベースに，血流

信号の抑制を目的として MSDE (motion sensi-

tized driven equilibrium) prepulse を付加した

VRFA (variable refocusing ‰ip angle)-TSE se-

quence を作成し最適条件の検討を行った．検

討項目は，脂肪抑制法， MSDE の印加軸/

強度/prep 時間， VRFA-TSE の ‰ip-angle

modulation 方式，実効 TE および TR とした．

結果・考察

脂肪抑制法は SPAIR 法が最適と考えた．

 MSDE を 3 軸最大強度で印加し，かつ prep

時間を 50 ms と長く設定することで血流に加

え筋肉など short T2 組織からの信号を抑制す

ることができた． VRFA-TSE の ‰ip-angle

modulation を tissue speciˆc VRFA，実効 TE

を 60 ms 程度，TR を 2500 ms に設定するこ

とで良好な画質が得られた．最適条件により，

4～5 分で 1 mm isovoxel 程度の 3D 末梢神経

強調画像を取得可能と考えられた．


